滝づくし

雲井にさらす布引きの　滝つ瀬も越す　五月雨に　いずれあやめか　顔佳花　引く手あまたの身なれども　いなにはあらぬ有馬山　西にも名のみ揚巻や　鼓の滝のその音は　絶えずとうたり　翁が滝の　面や箕面　裏見なる　それは東路日の光　月に玉敷く　嵯峨野の露や　戸無瀬に落つる大堰川　下す筏に降る雪は　散り交う花と見まがいて　山静かなる峰の雪　豊かに積もる養老の　なおも齢を増す泉

秋の夜

　秋の夜は　長いものとはまん丸な　月見ぬ人の心かも　更けて待てども来ぬ人の　訪る者は鐘ばかり　数うる指も寝つ起きつ　わしゃ照らされているわいな　

梅にも春

　梅にも春の色添えて　若水汲みか車井戸　　音もせわしき鳥追いや　朝日に繁き人影を　もしやと思う恋の慾　遠音神楽や数取りの　待つ辻占や鼠啼き　逢うて嬉しき酒機嫌　（濃い茶が出来たらあがりゃんせ）　

菊の露

鳥の声　鐘の音さえ身にしみて　思い出すほど涙が先へ　落ちて流るる妹背の川を　と渡る船の楫だにたえて　甲斐もなき世と恨みて過ぐる　思わじな　逢うは別れといえども愚痴に　庭の小菊のその名に愛でて　昼は眺めて暮しもしょうが　夜々ごとに置く露の　露の命のつれなや憎や　今はこの身に秋の風

黒髪

黒髪の　結ぼれたる　思いには　解けて寝た夜の　枕とて　独り寝る夜の仇枕　袖は片敷く妻じゃと云うて　愚痴な女子の心も知らで　しんと更けたる鐘の声　昨夜の夢の今朝覚めて　床し懐かしやるせなや　積もると知らで積もる白雪
夏は蛍

　夏は蛍の燈火に　短き夜半をくよくよと　泣き明かしたるほととぎず　仰げば顔にはらはらと　あれ村雨が　袖うちふりて　ヨイゝゝゝヨイヤサ

萩ききょう
萩桔梗　なかに玉章しのばせて　月は野末に草の露　君を松虫夜ごとにすだく　更けゆく鐘に雁の声　恋はこうしたものかいな　

由縁の月

憂しとみし　流れの昔なつかしや　可愛い男に逢坂の関よりつらい世のならい　思わぬ人にせきとめられて　今は野沢の一つ水　すまぬ心のなかにもしばし　住むはゆかりの　月の影　忍びてうつす窓の内　広い世界に住みながら　狭う楽しむまこととまこと　こんな縁が唐にもあろか　花咲く里の春ならば　雨もかおりて名やたたん

夕顔

　住むは誰　訪いてやみんとたそがれに　寄する車のおとずれも　絶えてゆかしき中垣の　隙間もとめて垣間見や　かざす扇にたきしめし　空だき物の　ほのぼのと　主は白露光を添えて　いとど栄えある夕顔の　花に結びし仮寝の夢も　覚めて身に染む夜半の風

高砂

　高砂やこの浦舟に帆をあげて　月もろともに出で潮の　浪の淡路の島影や　遠く鳴尾の沖過ぎて　はや住江につきにけり　はや住江につきにけり
こすの戸

　浮草は　思案の外の誘う水　恋が浮世か浮世が恋か　ちょっと聞きたい松の風　問えど答も山時鳥　月やは物の　やるせなき　癪にうれしき男の力　じっと手に手を何にも言わず　二人して釣る蚊帳の紐

きぎす

春にも育つ花誘う　菜種の蝶は花知らず　蝶は菜種の味知らず　知らず知られぬ仲ならば　浮かれまいものさりとては　そなたの世話になりふりも　わが身の末のはなれ駒　長き夜すがら引き締めて　昔がたりの飛鳥川

大仏

大仏の妹背は京と奈良坂や　児の手柏の両面　窓から窓の垣間見に　囁く声もこだまして　聞いていよとも耳塚に　何の遠慮も太しき柱　互いに手に手をのばし合して抱きしめて　穴を忍び路潜らばくぐれ　鳥はものかは釣り鐘さえも　撞かぬ夜明けとまた布団着て　寝たる姿や東山

松づくし

唄い囃せや大黒　一本目には池の松　二本目には庭の松　三本目には下がり松　四本目には志賀の松　五本目には五葉の松　六つ昔は高砂の　尾上の松や　曽根の松　七本目には姫小松　八本目には浜の松　九つ小松を植え並べ　十で豊久能の伊勢の松　この松は芙蓉の松にて　なさけ有馬の松ヶ枝に　口説けばなびく相生の松　またいついつの約束を　日をまつ時まつ暮れをまつ　連理の松に契りをこめて　福大黒をみさいな
水鏡

ひとめも知らぬ男なら　恨みも恋も有るまいものを　なまぜ近江の水鏡　写して見れば水底は　かたい堅田の石山に　きつうのせたに　わしゃのせられて　思ひすごしは我からさきの　ひとつ前帯しどけない振りよ　たとえあはずと三井寺の　かねては思ひ入る崎の　矢橋の風に比良の雪の暮れ　実なれどもいたずら髪の　いふに云われぬ世の中の人のうわさも七十五日　浮名きのどくの山ほととぎす　はてそうじゃわえ　はてそうじゃわえ　末はひとつのもとの水

柳やなぎ

柳やなぎで世を面白う　ふけて暮すが命の薬　梅に従い桜になびく　その日その日の風次第　嘘も真も義理もなし　初めは粋に思へども　日増に惚れてつい愚痴になり　昼寝の床の憂き思い　どうした日和の瓢箪か　あだ腹のたつ月じゃえ

名護屋帯

逢うて立つ名が　立つ名の内か　逢はで焦れて　立つ名こそ　まこと立つ名の内なれや　思ふうちにも隔ての襖　有るにかひなき捨小舟　思や世界の男の心　私はしら浪うつつなき　夜の寝覚のその睦言を　思ひ出すほどいとしさのぞっと身も世もあられうものか　締めて名護屋の二重の帯が　三重廻る　深山うぐひす鳴く音に細る（合）我は君ゆえ焦れて細る　ああ浮世　昔忍ぶの恋ごろも
三国一

三国一のさあさあ　富士山　また たまつばきの　おいやあ　千代までもと契りしに　西国巡礼さあさあ　御詠歌　父母の　おいめぐみも深き粉河寺　さりとはつらや　さあさあ　さなから　たらちねの　よい　うらみも深きふくれ面

文月

文月の星のあう夜をうらやみて　残る思いの蛍がり　うちわの風も袖ふきて　面白いじゃないかいな　稲穂ひろげて雁がね二つ　女夫くらすはなかたんぼ　土手の夜風にれんじまで　来てさんやれ　かすかに紙ぎぬた　誰そやあんどの影ゆれて　玉姫あたりの狐火が　ちらちらと　見えつかくれつ　引け四つ過ぎからまぶの客　きやしゃんせ　空さだめなき　ひと時雨

羽織妻

袖ひぢて　結びし中も薄氷　とくと合点はしながらも　まだ春寒き雲行きは　誰に当た
って武庫山颪　痛くな吹きそ身は捨小舟　芦と葭とはな　よしある仲よ　おおそれさえ
節のまにまに口舌が絶えぬしょんがえ　雛と星とはな　まれなる契り　おおそれさえき
っと守った誓紙の表　仇し心はないわいな　

第十六回 花崎杜季女門下生の会

